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１
９
８
８
年
に
ラ
ト
ガ
ー
ス

大
は
松
方
幸
次
郎
就
学
１
０
０

年
記
念
行
事
を
行
っ
た
が
、
そ

の
年
の
春
に
大
学
図
書
館
資
料

室
か
ら
当
時
の
松
方
の
学
生
時

代
の
生
活
ぶ
り
を
偲
ば
せ
る
一

枚
の
写
真
が
見
つ
か
っ
て
い

る
。
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
の

一
員
と
し
て
１
８
８
９
年
卒
業

組
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
に
納
ま
っ

た
弱
冠
20
歳
の
幸
次
郎
青
年
。

そ
の
瞳
に
は
、
日
本
の
近
代
化

と
共
に
歩
み
出
す
彼
の
大
志
が

し
っ
か
り
と
刻
み
込
ま
れ
て
い

る
よ
う
に
見
え
る
。

　
今
か
ら
１
５
０
年
以
上
も
前

に
な
ぜ
、
こ
の
大
学
に
こ
ぞ
っ

て
日
本
人
留
学
生
が
集
中
し
た

の
か
。
そ
の
問
い
に
答
え
る
学

術
的
研
究
は
な
さ
れ
て
い
な
い

が
、
明
治
以
前
か
ら
長
崎
に
い

た
米
国
人
宣
教
師
で
、
英
語
教

師
も
し
て
い
た
オ
ラ
ン
ダ
修
正

派
教
会
か
ら
派
遣
さ
れ
て
い
た

フ
ル
ベ
ツ
キ
の
手
引
き
が
あ
っ

た
か
ら
と
い
う
推
測
が
で
き

る
。
１
８
５
３
年
の
ペ
リ
ー
提

督
の
来
港
以
来
、
幕
府
の
日
本

人
海
外
渡
航
禁
止
令
は
有
名
無

実
と
な
り
、
大
志
を
抱
い
た
若

者
が
続
々
と
西
欧
文
化
の
取
得

に
海
を
渡
っ
た
。
幕
府
自
身
も

１
８
６
２
年
ご
ろ
か
ら
オ
ラ
ン

ダ
、
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
、

ロ
シ
ア
に
留
学
生
を
送
り
出
し

て
い
る
。
新
島
譲
は
１
８
６
４

年
に
函
館
か
ら
単
身
渡
米
し
、

マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
ア
ム
ハ

ー
ス
ト
大
に
入
学
、
そ
の
前
年

に
は
長
州
藩
が
伊
藤
博
文
、
井

上
馨
ら
を
イ
ギ
リ
ス
に
送
り
出

し
、
薩
摩
は
65
年
に
森
有
礼
ら

15
人
を
船
出
さ
せ
て
い
る
。

　
そ
の
よ
う
な
時
代
に
来
日
し

た
60
人
を
超
え
る
ラ
ト
ガ
ー
ス

大
卒
業
生
の「
お
雇
い
外
国
人
」

教
師
や
宣
教
師
た
ち
が
日
本
の

近
代
化
に
果
た
し
た
役
割
は
、

欧
米
の
他
の
大
学
に
比
し
て
劣

ら
ぬ
も
の
で
あ
っ
た
と
言
え
よ

う
。
　
　
　（
三
浦
良
一
記
者
）

見
つ
か
っ
た
１
枚
の
写
真

松
方
幸
次
郎
の
青
春

　

松

方

幸

次

郎

の

部

活
　
　

１
８
８
９
年
卒
業
組
の
フ
ッ

ト
ボ
ー
ル
・
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム

に
身
を
包
ん
だ
弱
冠
20
歳
の

松
方
幸
次
郎
（
前
列
右
か
ら

２
人
目
）。
子
供
の
頃
、
木

か
ら
落
ち
て
足
が
不
自
由

だ
っ
た
松
方
が
入
部
し
た
の

は
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
。﹁
生

き
た
英
語
を
学
ぶ
に
は
フ
ッ

ト
ボ
ー
ル
が
一
番
と
考
え
た

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
﹂
と
写

真
を
発
見
し
た
図
書
館
の

ミ
ー
チ
さ
ん
は
話
す
。（
大

学
図
書
館
所
蔵
写
真
）

楽しい

週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活

デ
ジ
タ
ル
版

www.nyseikatsu.com

帰
国
後
、
日
本
の
礎
に

Ｎ
Ｊ
州
ラ
ト
ガ
ー
ス
大
学

　
ラ
ト
ガ
ー
ス
大
学
は
、
オ
ラ

ン
ダ
修
正
教
会
を
母
体
と
す
る

学
校
を
前
身
と
し
て
１
８
６
６

年
に
創
立
さ
れ
た
州
立
大
学
。

ス
ト
レ
プ
ト
マ
イ
シ
ン
を
発
見

し
た
Ｓ
・
Ａ
・
ワ
ッ
ク
ス
マ
ン

を
輩
出
す
る
な
ど
、
化
学
、
農

学
、
科
学
技
術
分
野
に
突
出
し

た
業
績
を
持
つ
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー

ジ
ー
州
最
大
の
総
合
大
学
だ
。

こ
の
大
学
が
あ
る
町
、
ニ
ュ
ー

ブ
ラ
ン
ズ
ウ
イ
ッ
ク
に
近
代
日

本
の
黎
明
（
れ
い
め
い
）
期
に

あ
た
る
慶
応
３
年
か
ら
明
治
30

年
ま
で
の
30
年
あ
ま
り
の
間

に
、
３
０
０
人
近
く
も
の
日
本

人
留
学
生
が
学
ん
だ
こ
と
を
知

る
者
は
多
く
な
い
。

　
当
時
こ
の
大
学
に
学
ん
だ
日

本
人
留
学
生
の
多
く
は
、
幕
末

の
壮
士
、
政
治
家
、
知
識
人
と

そ
の
子
息
た
ち
で
、
帰
国
後
、

科
学
技
術
、
政
治
、
教
育
、
ビ

ジ
ネ
ス
の
分
野
で
日
本
の
近
代

化
に
大
き
な
足
跡
を
残
し
て
い

る
。
ま
た
、
同
時
期
に
ラ
ト
ガ

ー
ス
大
学
卒
業
生
で
日
本
へ
行

っ
た
「
お
雇
い
外
国
人
」
教
師

や
宣
教
師
も
60
人
に
上
る
。
日

本
人
留
学
生
を
相
次
い
で
受
け

入
れ
た
最
初
の
米
大
学
。
ラ
ト

ガ
ー
ス
の
創
世
期
を
つ
づ
る
歴

史
の
１
ペ
ー
ジ
を
開
く
と
、
そ

こ
に
日
米
関
係
の
原
点
が
鮮
明

に
よ
み
が
え
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
◇

　
慶
応
３
年
（
１
８
６
７
年
）

に
ラ
ト
ガ
ー
ス
大
学
に
入
学
し

た
日
本
人
最
初
の
官
費
留
学

生
、
日
下
部
太
郎
＝
写
真
右
＝

の
パ
ス
ポ
ー
ト
番
号
は
第
４

号
。
日
本
か
ら
の
正
式
な
海
外

渡
航
者
の
４
人
目
、
当
時
の
奨

学
金
と
し
て
年
間
６
０
０
ド
ル

が
支
給
さ
れ
た
。
当
時
の
同
大

学
の
年
間
学
費
は
45
ド
ル
か
ら

60
ド
ル
だ
っ
た
。

　
越
前
福
井
藩
士
の
日
下
部

は
、
同
大
を
３
年
間
で
し
か
も

首
席
で
終
え
た
が
、
卒
業
の
１

か
月
前
に
結
核
の
た
め
、
こ
の

地
で
死
ん
だ
。
享
年
26
歳
の
若

さ
だ
っ
た
。
し
か
し
成
績
が
優

秀
だ
っ
た
た
め
、
正
式
に
卒
業

が
認
め
ら
れ
、
米
国
最
高
の
学

称
フ
ァ
イ
・
ベ
ー
タ
・
カ
ッ
パ

の
称
号
と
金
の
カ
ギ
を
受
け
て

い
る
。

　
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
か
ら
学
生

街
を
抜
け
た
一
角
の
共
同
墓

地
、
ウ
イ
ロ
ー
ブ
墓
地
の
片
隅

に
、
日
下
部
ら
日
本
人
留
学
生

の
墓
が
あ
る
。
並
ぶ
７
本
の
墓

石
に
、
長
谷
川
鍛
郎
（
23
）、

小
幡
茶
三
郎
（
29
）、
阪
谷
達

郎
、
川
崎
新
二
郎
（
21
）、
入

江
音
次
郎
、
松
方
蘇
介
（
22
）

の
名
が
い
ず
れ
も
か
す
か
に
読

み
取
れ
る
。
松
方
蘇
介
は
、
後

の
１
８
８
４
年
に
渡
米
し
て
同

大
に
学
び
、
帰
国
後
初
代
川
崎

造
船
社
長
と
な
る
松
方
幸
次
郎

の
実
兄
で
も
あ
る
。

　
同
大
図
書
館
に
保
存
さ
れ
て

い
る
１
９
５
８
年
１
月
11
日
付

の
地
元
紙
、
ザ
・
デ
イ
リ
ー
・

ホ
ー
ム
・
ニ
ュ
ー
ズ
が
「
明
治

初
期
の
日
本
人
留
学
生
の
墓
が

23
年
間
も
倒
れ
た
ま
ま
、
荒
地

に
放
置
さ
れ
て
い
る
」
と
報
じ

る
ま
で
、
在
米
邦
人
は
こ
の
墓

の
存
在
を
知
ら
な
か
っ
た
。
こ

の
記
事
を
読
ん
だ
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
日
系
人
会
（
Ｊ
Ａ
Ａ
）
の
代

表
が
、
当
時
の
ポ
ー
ル
市
長
に

か
け
あ
い
、
修
復
工
事
を
依

頼
、
市
長
は
、
ヘ
ル
ス
ケ
ア
大

手
の
ジ
ョ
ン
ソ
ン
＆
ジ
ョ
ン
ソ

ン
の
ジ
ョ
ー
ジ
・
ス
ミ
ス
社

長
に
修
復
の
た
め
の
工
事
費
、

２
０
０
ド
ル
を
懇
願
、
墓
石
修

復
を
行
っ
た
と
い
う
。
し
か
し

１
９
７
７
年
に
こ
れ
ら
の
墓
石

が
再
び
将
棋
倒
し
の
よ
う
に
倒

れ
、
日
下
部
の
故
郷
、
福
井
市

の
市
長
が
来
米
し
て
修
復
、
現

在
に
至
っ
て
い
る
。

　
同
大
に
学
ん
だ
日
本
人
留
学

生
に
は
、
１
８
７
２
年
に
特
命

全
権
大
使
と
し
て
来
米
し
た

岩
倉
具
視
の
子
息
３
人
も
お

り
、
帰
国
後
、
宮
内
庁
や
外
務

省
の
要
職
に
就
い
た
ほ
か
、
岩

倉
の
通
訳
と
し
て
来
米
し
、
帰

国
後
も
政
府
の
要
職
を
歴
任
し

た
畠
山
茂
成
や
、
県
知
事
や
東

京
大
学
の
前
身
、
東
京
開
成
学

校
予
備
門
長
を
歴
任
し
た
服
部

一
三
、
大
蔵
書
記
官
と
な
っ
た

吉
田
清
成
、
川
崎
造
船
の
初
代

社
長
で
日
本
の
実
業
界
の
リ
ー

ダ
ー
と
な
り
、
膨
大
な
美
術
収

集
・
松
方
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
知

ら
れ
る
松
方
幸
次
郎
ら
が
い

る
。

　
さ
ら
に
明
治
維
新
の
立
役
者

の
一
人
、
勝
海
舟
の
子
息
、
勝

小
鹿
も
こ
こ
に
学
び
、
そ
の
小

鹿
の
従
者
と
し
て
渡
米
し
た
富

田
鉄
之
助
と
高
木
三
郎
も
と
も

に
同
大
に
在
籍
、
明
治
５
年
に

で
き
た
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
領
事
館

の
副
領
事
と
領
事
を
務
め
て
い

る
。
富
田
は
留
学
生
の
ま
ま
副

領
事
を
４
年
間
務
め
、
帰
国
後

の
明
治
21
年
か
ら
１
年
間
、
二

代
目
の
日
銀
総
裁
に
就
い
て
い

る
。
高
木
は
、
初
代
の
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
総
領
事
と
な
り
、
離
官

後
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
そ
の
ま
ま

留
ま
る
。
製
糸
の
輸
入
業
を
営

み
、
日
米
貿
易
の
先
駆
者
と
し

て
活
躍
し
た
。

　
日
下
部
太
郎
ら
の
墓
と
共
に

「
１
８
７
７
年
没
、
タ
カ
ギ
・

サ
ブ
ロ
ウ
・
ス
マ
夫
妻
の
幼
女
」

と
記
さ
れ
た
小
さ
な
墓
は
、
こ

日
下
部
太
郎
永
眠
す

　
日
下
部
太
郎
と
共
に
眠
る
日

本
人
留
学
生
た
ち
（
大
学
キ
ャ

ン
パ
ス
近
く
の
共
同
墓
地
で
）

海を渡った日本人　歴史を開封

の
高
木
の
亡
く
な
っ
た
幼
女
の

墓
で
、
外
地
で
娘
を
一
人
に
せ

ず
、
せ
め
て
と
も
に
志
を
同
じ

く
し
た
同
胞
と
と
も
に
眠
ら
せ

よ
う
と
、
高
木
三
郎
夫
妻
が
こ

の
地
に
埋
葬
し
た
の
だ
と
大
学

関
係
者
が
説
明
し
て
く
れ
た
。

　
大
統
領
を
正
式
に
選
出
す
る

た
め
の
各
州
の
選
挙
人
に
よ
る

投
票
が
14
日
に
行
わ
れ
、
バ
イ

デ
ン
前
副
大
統
領
が
３
０
６

票
、

ト

ラ

ン

プ

大

統

領

が

２
３
２
票
を
獲
得
、
過
半
数

２
７
０
以
上
を
得
た
バ
イ
デ
ン

氏
が
次
期
大
統
領
に
選
出
さ
れ

た
。
全
50
州
と
首
都
ワ
シ
ン
ト

ン
Ｄ
Ｃ
は
12
月
９
日
ま
で
に
、

11
月
の
大
統
領
選
挙
の
結
果
を

公
式
に
認
定
し
５
３
８
人
の
選

挙
人
を
指
名
し
た
。

　
激
戦
と
な
っ
た
ペ
ン
シ
ル
ベ

ニ
ア
、
ミ
シ
ガ
ン
、
ウ
ィ
ス
コ

ン
シ
ン
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
各
州
の

選
挙
人
も
順
当
に
バ
イ
デ
ン
氏

に
投
票
し
た
。

次
期
大
統
領
に
バ
イ
デ
ン
氏




